
■例会日／毎週木曜日 12:30～13:30
■例会場／八坂神社 社務所

〒189-0013 東京都東村山市栄町3-35-1

■クラブ管理委員会／赤木 盛一
■事務所／〒189-0013
　　　　　東京都東村山市栄町3-5-1ハイツむさしの101
　　　　　TEL 042-393-7500

国際ロータリー第2580地区東京東村山ロータリークラブ

Vol.44

国際ロータリー･テーマ

今年度会長テーマ

第2190回例会 2011.11.10

こころの中を見つめよう
博愛を広げるために

和の心　自然に学びて未来を創ろう

■合唱：ロータリーソング
　｢我等の生業｣

◆ソングリーダー：
　村田会員

■司会：
　石山例会運営委員長

■点鐘：小町会長

■会長報告 小町会長

11月に入り朝夕と寒くなりました。世情もまた不安
定です。ギリシャから端を発したＥＵの問題、円高
が日本企業へのダメージも大きいです。地震、水害
等の自然災害が地球全体に起こっており、その上に
原発が追い打ちをかけてます。人間と自然が対立す
るのではなく互いに生かされる知恵が必要です。ク
ラブテーマ｢和の心　自然に学びて未来をつくろう｣
を日常生活の中で意識して頂きたく思います。例会
出席率も90％を維持しています。これから事業も多
くなりますが楽しんで頂ける内容に努力しています
のでよろしくお願います。■お客様紹介：

　土方パスト会長

◆ゲスト：東村山市教育委員会団体推進室長
　　　　　池谷俊幸様

◆ゲスト：米山奨学生　朴動浩様
◆ゲスト：地区補助金委員会委員　橋本恵治様

◆ゲスト：入会予定者
　　　　　島田良親様

■幹事報告 野村(高)幹事

■ガバナー事務所：
・<紹介>仙台平成ＲＣ震災復興支援プロジェクトに
　ついて
　震災復興支援プロジェクト
　八軒中学校吹奏楽・合唱部ＣＤ販売協力について
　｢あすという日が｣　ＣＤ販売　1枚1000円
　収益は全額寄付する
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在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

32 28 0 3 90.32

■出席報告 野村(裕)例会運営委員

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：3名
■前々回出席率メークアップ修正後：90.00％
■前々会メークアップ者：
　飯田会員：京都西ＲＣ
　金子会員：所沢中央ＲＣ
　村田会員：東大和ＲＣ
　野崎会員：東久留米ＲＣ
　荻野会員：東大和ＲＣ
　當麻会員：地区委員会

山宮クラブ管理委員■ニコニコＢＯＸ

■ご結婚祝月：
　熊木会員、赤木会員
　村田会員、山本会員
　北久保会員、田中会員

■唱和

社員教育に熱意を注ぐのは立派な職業奉仕だ。

◆橋 本 様：本日は卓話でお世話になりました。
◆小町会長、野村幹事：島田様本日はようこそお越
　　　　　　し下さいました。橋元様、本日の卓話
　　　　　　ご苦労様です。

■会員誕生祝月：
　野崎会員、村田会員
　村越会員

■ご結婚祝月：
　熊木会員、嶋田会員
　町田会員、北久保会員

・ローターアクト｢復興スタディツアー31｣の案内に
　ついて
　2011年11月26日(土) 18:30～27日(日)22:30
　於　七ヶ浜ボランティアセンター
　文京シビックセンター集合→勉強会→車移動→宮城
　登録料　￥3000
・地区大会人頭分担金について
　2011年12月1日時点の会員数×＠9000円
　〆切　12月30日(金)←〆切までに事務局より振込

■ロータリー財団委員会：
・地区推薦震災復興プロジェクト協賛申込書並びに
　新地区補助金震災復興プロジェクト追加提案申請
　書提出の再度お願いについて
　10/6　第2186回例会にて報告済のもの　再度のお
　願い
・(在京)地区ロータリー財団セミナー・補助金管理
　セミナー開催の案内について
　2011年12月12日(月)　14:00～
　於　如水会館

■青少年交換委員会：
　地区青少年交換委員会主催｢懇親会｣の案内の受理
　2011年12月17日(土)　18:00～
　於　学士会館

■東京東村山ＲＣ(ホスト)：
　第4回多摩分区連絡会の案内について
　2011年12月8日(木)　16:00～
　於　掬水亭

■東京武蔵村山ＲＣ：
　ＩＭお礼状の受理

■ロータリー情報研修委員会：
　多摩分区｢ロータリー情報研修セミナー｣出席のお
　願いについて
　2011年12月1日(木)　16:30～
　於　フォレストイン昭和館
　1クラブ5名以上(会長・幹事・Ｒ情報研修委員長・
　入会3年までの新入会員)

■東京北ＲＣ：
　第2580地区懇親ゴルフ決勝大会実施の案内について
　11月18日(金)　受付開始 7:30
　於　千葉カントリークラブ
　(組合せ表はメールＢＯＸへ)

■東村山青年会議所：
　2011年度第38回卒業式典の案内の受理
　2011年12月3日(土)　14:00～
　於　ベルホール

■心の東京革命：
　心の東京革命推進協議会設立10周年記念誌の受理
　平成23年度｢子ども・若者育成支援強調月間｣につ
　いて

■回覧：ガバナー月信11月号
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皆さん、こんにちは。今日はお手紙を配布させて頂き
ましたが、御覧頂きたいと思います。45周年実行委員
会よりお知らせいたしますが、まず組織表が入ってお
ります。
全員参加で全員協力でお願いしたいということで、そ
れぞれの役職に配置させて頂きましたので、今後それ
ぞれのセクションごとに打合せ等を開いて頂きまして、
当日の準備をお願いしたいと思います。それから、次
に記念式典の出席者リストというのがございます。
これも御覧頂きまして、ご理解頂きたいと思います。
それから、外部関係で一団体落としてしまいましたの

で、追加しておいて頂きたいと思います。青年会議所
理事長１名。
これをライオンズクラブのあとに入れておいて頂きた
いと思います。もう一枚、創立45周年記念事業の内容
でございますが、簡単にご説明致します。今回は、0
と0の間の45周年という間の周年行事でございますの
で、会長の意向でそんなに派手にやらないで、粛々と
やりましょう、規模も小さくていいから、しかしなが
ら内容は実効ある内容にして頂きたいという事で、か
ねてより会長の要望でありました、｢未来を担う青少
年に夢と希望を｣という事で、当初は、東村山でも第4
中学校の吹奏楽部が全国的に活躍をしておりますし、
大きな大会でも優勝などしておりますので、この吹奏
楽部をお呼びして、公民館で行なおうという計画では
あったのですけれども、過日、校長先生にお願いしま
したこところ、なんと一週間後に期末試験を控えてい
ますので、無理をすれば小規模編成で協力したいとい
うお話を頂いたのですが、後で会長と相談しまして、
この時期にそれをお願いするのは、道義的にも良くな
いことではないかということで、今回は残念ながら、
この件につきましては引き下がる事に致しました。そ
ういう事でコンパクトではありますけれども、会場を
サンパルネコンベンションルーム、西口ののっぽビル
の2階にあります収容人数がちょうど100名ぐらいのホ
ールを利用致しまして、ここで｢青少年に夢と希望を｣
という、これは仮のテーマではございますけれども、
私どものクラブで面倒をみました青年交換留学生で、
ＴＢＳのアナウンサーをしております、宮本晴代さん
をお呼びして、パネルディスカッションをしようとい
う事になりました。そういう事で、式典に続いて第2
部はパネルディスカッションにすることに致しました。
そして第3部はこれもあまり会場が大きくありません
ので、大きなバンドよりも、小規模なソフトジャズの
演奏をお願いすることに致しました。ご承知の方もい
ると思いますが、大橋巨泉さんの娘さん率いるメンバ
ーにお願いすることになりました。
そういうことで、100名の規模でコンパクトに開催す
ることになりましたので、今後また色々煮詰めてお願
いすることになると思いますが、どうぞ宜しくお願い
致します。

■委員長報告

■野澤創立45周年
　記念行事実行委員長

■奨学金贈呈

■小町会長より
　米山奨学生
　朴動浩様へ

■ゲスト挨拶

■東村山市教育委員会
　国体推進室長
　池谷俊幸様

■卓話

■卓話者紹介：目時プログラム委員長

■卓話者：
　橋本恵治地区補助金
　委員会委員

◆漆原会員：橋本様、本日の卓話宜しくお願い致し
　　　　　　ます。
◆田中会員：島田様、ようこそ例会においで頂きあ
　　　　　　りがとうございます。東村山ロータリ
　　　　　　ークラブ及びゴルフ部の発展にご協力
　　　　　　下さい。よろしくお願いします。
◆野澤会員：国体準備室長、池谷さんようこそ。ス
　　　　　　ポーツ宣言都市にふさわしい大会にし
　　　　　　ましょう。応援します。入会予定者、
　　　　　　島田さんお待ちしています。
◆山本会員：橋本様、ようこそいらっしゃいました。
　　　　　　本日の卓話よろしくお願いします。

本日のニコニコ合計：   56,000円
　　累　　　計　　：  466,700円

ロータリー財団月間に因んで
ご紹介頂きました、ロータリー財団の補助金委員会
の委員の3年目になっております。籍は福生中央ロー
タリークラブにございますが、地区委員の橋本と申
します。東村山さんは昨年に続いて2回目ですね。も
う今年はないだろうと思っていましたが、嬉しい指
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名でございまして、この3年目で役員も終わるので、
｢これで終わりなのかな、皆さんとお話ができるのも
これが最後だ。｣と寂しい思いをしているのですが、
ロータリー財団の話を30分の中でまとめるのは大変
難しいことでございます。ロータリー財団のつまら
ない話を面白く興味あるように持って行くなどとい
うことは、これはできないのであります。では、聞
く側の立場としては、皆さんどんな視点で今日の話
を聞けばいいのかということは、よくポール・ハリ
スとかベネファクターとか1,000ドル1,000ドルとか
皆ノルマを課せられますよね。いくつ出すとか何千
ドル出すとか言われて。では、私達の出しているお
金がどんな風に使われているのだろうか、何かでご
まかして上手いところに行ってしまっているのでは
ないかとか、そういう疑いの目を持って、自分のお
金がどう使われているかを考えると話が少し見えて
くるのではないでしょうか。学ぶというよりも疑い
の目を持って、我々が出している1,000ドルのお金が、
どのようにロータリー財団で運営されているのかと
いう気持ちで聞けば、少しは理解できるのではない
かと思っております。
まず、資料の確認をさせて頂きますが、今日は27～
28名ということで30部作ってきたのですが、30人が
ほとんどいらっしゃるという今時珍しいクラブでご
ざいまして、まずは皆さん、資料をお手に入れて下
さい。全部で3種類ございます。よく財団セミナーな
んかですと、パワーポイントなどでやるのですが、
パワーポイントの画面を見て分かるようでしたら天
才でして、苦労して30部印刷してきたのですが、そ
れをよーく読む努力をするつもりで見て頂ければあ
りがたいです。資料は、｢ロータリー財団の解説｣と、
もう1部は裏表に印刷したものが1枚、もう1部が片面
だけ印刷したものでございます。
では、時間もありませんので、私なりに進めさせて
頂きますが、まず｢ロータリー財団の解説｣の8ページ
を見て下さい。本当に3年間、大体月に2回はガバナ
ー事務局に行ってやっているという補助金委員会の
くそ真面目な委員会でございます。余談ではござい
ますが、酒を飲んだことは忘年会の年1回、今まで2
回だけでございまして、あとは一切、酒一杯も飲ま
ないで夕方の3時～5時までいつもみっちり、パスト
ガバナーの小宮委員長のもとで勉強会をしています。
それだけよく集まるもの、パイロット地区というこ
とで、2013－14年度になれば日本全国がパイロット
地区になるのですが、その準備期間ということで、
この3～4年が忙しいのではないかと私は理解してお
ります。では、この8ページの7．財団への寄付です
ね、皆さんが1,000ドルという単位でして頂いている、
寄付の種類にはどんなものがあるかというと、まず
年次寄付、これはポール・ハリスというやつですね。
そして、恒久基金への寄付、これはベネファクター
というやつですね。あとは使途指定寄付(ポリオ・プ
ラス基金等)の3種類があります。この中でも、財団
の補助金委員会が関与しているのは年次寄付と恒久
寄付、俗に言うポール・ハリス及びベネファクター
という寄付ですね。それで、1ページ目に戻って頂き
たいのですが、この真ん中に書いてある図を見なが
ら頭の中に叩き込めば分かるのですが、◆ロータリ
ー財団の資金の流れ、の上から2行目に目を通します
と、年次寄付は3年間据え置かれた後に、恒久基金へ
の寄付はその運用収益が、財団活動資金として利用

されている。ということで、真ん中に財団活動資金
という四角い箱がありますよね、その左に年次寄付、
その下に3年後にこれが全額財団活動資金で戻ってく
るわけです。皆さんが納めている1,000ドルのポール・
ハリスは3年後には地区に全額、財団活動資金で戻っ
てきます。それから恒久基金、ベネファクターとか
よく言うのは、その運用収益が財団活動資金に戻っ
てきます。昨今、この運用収益がどれだけ出ている
かは疑問でございまして、大変損失も出ているので
はないかと言われております。次に右の所を見ますと、
財団活動資金の50％がＤＤＦ(地区財団活動資金)と
して地区に還元され、グローバル補助金や新地区補
助金として使用されます。それで、残りの50％はＷ
Ｆ(国際財団活動資金)として全ロータリー地区が利
用できる世界的なプログラムやその他試験的なプロ
グラムに使用されます。財団活動資金が50％ずつ、
ＷＦとＤＤＦになるということですね。それで、財
団の運用費は何によって賄われているのかというと、
この表の中の年次プログラム基金の運用収益で全て
賄われています。ですから、我々がベネファクター
やポール・ハリスに寄付したお金で職員の給料を払
っているのではなく、年次寄付のポール・ハリスの
運用収益で財団の事務所経費となっている訳です。
そこの所を、頭に入れて頂ければと思います。
次に2ページですが、なぜ未来の夢計画なのかという
と、ロータリー財団が2017年で創立100周年になるの
ですね。その100周年を迎えるにあたって、財団を我々
のもっと身近なところに、我々が使えるところにと
いう形で、その運用を大きく見直そうという動きが、
未来の夢計画と言われています。2010年7月から開始
されて、3年間の試験期間を経て、2013－14年度より
全ての地区にて実施されます。今我々がパイロット
とか何とか色々と言っているものが、世界的な形で
運用されるということです。それで、そのパイロッ
ト地区とは何か、パイロット地区はノンパイロット
に比べて良くないとか、試験地区と呼べとか、ノン
パイロットは伝統的地区と呼べとか、色々よそから
言われたのですが、そこら辺は呼び方だけにして、
パイロットはパイロットということで今日は話をさ
せて頂きますが、世界から100地区のパイロットが選
ばれたのですね。それで、日本にはそのうちの6地区
が選ばれたのです。2580地区もその6地区の中の1つ
になったということです。ではその未来の夢計画の
目的ですが、上から4つ目を見て下さい。意思決定権
を更に地区に移行することによって、地区レベルと
クラブレベルで、ロータリー財団が自分達のもので
あるという自覚を高めることと書いてあるのですが、
前も上野ガバナーがそんな話をして下さったと思う
のですが、昔は日本のロータリアンは金をいくら出
したとか、そんなことでプライドというか粋がって
いた時代があるのですが、今はそういう時代ではな
くて、我々が出したお金をいかに我々の身近なもの
として、それを自分達のものであるという自覚を高
める方に持ってくるのだということがこの未来の夢
計画の目的だという風に理解して頂ければありがた
いと思います。
それで、2ページの下に新補助金制度というのがあり
まして、ロータリー財団グローバル補助金、ロータ
リー財団新地区補助金とあります。先程の1ページの
図と比べて頂ければ分かるのですが、ロータリー財
団活動資金の地区に還元される50％のＤＤＦがロー
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タリー財団補助金となっているのですが、この補助
金が地区財団活動資金と同じことでございます。50
％のＤＤＦが新地区補助金とグローバル補助金に分
かれるのです。それで、まずグローバル補助金が3ペ
ージにあるのですが、時間の都合でもっと身近なと
ころの5ページの新地区補助金から説明させて頂きま
す。この新地区補助金とは、上から2行目なのですが、
ロータリアンの直接参加が求められます。そして、
その次の行ですが、｢地区はＤＤＦの最高50％までを、
地区の裁量によりこれらの補助金プロジェクトに充
てることができる。｣ということで、ここは50％まで
なのです。50％までを充てることができます。5ペー
ジの一番下に、◆新地区補助金の要点、とあります。
どんなものに新地区補助金を使ったらよいのかとい
うこと、ロータリアンの直接参加を含むこと、次年
度クラブ社会奉仕委員長が中心となり新地区補助金
プロジェクト提案を検討すること、2012－13年度分
は2012年3月末が地区への新補助金プロジェクトの提
案書の締切でございます。提案書は、11月の末まで
に各クラブに配布します。新地区補助金を使ってみ
ようと思う方がいましたら、来年の3月末までに提案
書を提出して頂くということです。ここで、この提
案書を出すまでは各クラブとも今の会長・幹事なの
ですね。しかし、実際その活動をするのは次年度の
会長・幹事になるのですよ。ですからクラブにより
ますと、今の会長・幹事はすごくやる気で提出した
はいいが、実際やるとなったら、次の会長があまり
興味がないと、そこでトーンダウンしてしまうので
すね。ですから、その補助金が出るにあたっては、
実際に運用するのは2012－13年の会長・幹事が中心
となるということですので、今年度の会長・幹事は
提案書を出して、この提案書の審査を受けてという
形になります。
グローバル補助金もちょっと触っておきますので、3
ページに戻って頂けますか。グローバル補助金とい
うものは、制限が少しございまして、6つの重点分野
がございます。上から2つ目◆6つの重点分野、に記
載があります。①平和と紛争防止／解決、②基本的
教育と識字率向上、③経済と地域社会の発展、④疾
病予防と治療、⑤水と衛生設備、⑥母子の健康、こ
の6つに該当しなければこの補助金は使えません。グ
ローバルとあるだけに、海外との補助金ですから、
このグローバル補助金を一昨年取ったのが日本で3ク
ラブあるのですが、やはりグローバル補助金を使う
には、準備に結構大変な努力が必要ですね。なおかつ、
グローバル補助金を使う場合は、相手地区もグロー
バル補助金の地区でなければならないのです。そう
いう制限を受けています。グローバル補助金はＤＤ
Ｆの最低50％以上が利用できます。どういうことか
を説明するよりも、具体的なものを説明した方が良
いと思いますので、裏表に印刷されている資料をご
覧下さい。
｢2010－11年度新地区補助金配分額・報告状況一覧｣
の方をご覧下さい。なぜ2010－11年度なのか。11－
12年度はどうなっているのかと思われるかもしれま
せんが、11－12年度は3.11の東日本の震災に全ての
補助金を回すということで、せっかく応募までは取
り付けたのですが、選考する段階で全て東日本に持
って行くということで、この新地区補助金は各地区
で使うということはなくなりました。ですから、一
昨年の資料しか実績がないのですね。この中で、前

回も話をしたのですが、2580地区から全部で32の提
案があったのですが、その中からここに記載した10
個を選考しまして、実施され、完了もされました。
例えば、プロジェクトの金額で見ますと、総計
4,655,000円となっています。これが新地区補助金か
ら使われたお金です。それで、なおかつその下に記
載しておりますが、奨学生にも出すわけですから、
谷川君・小松君・大下君、この3名で奨学生に使った
お金は全部で5,623,150円です。これが新地区補助金
の2010－11年度の実績でございます。要点だけを要
約した分ですから、この紙だけでも見ようとすれば
少しは理解が深まるのではないかと思います。
そしてこの紙を裏にひっくり返しますと、｢グローバ
ル補助金申請状況一覧｣になります。グローバル補助
金で実際に行われたのは、この3つでございます。｢イ
ンドにおける水インフラ整備支援｣、｢タイ難民キャ
ンプへの水資源プロジェクト｣、｢インドネシアにお
けるてんかん治療の向上を目指す｣です。その一致す
る重要分野が、水と衛生設備とか疾病予防とかその
どれかに関与していなければ使えないためで、これ
を使ったのが、江戸川中央・東京北・東京浅草の3ク
ラブです。グローバル補助金の場合は、自分のクラ
ブというか、ＤＤＦの方で例えば10,500ドルとする
とＷＦの方からも10,500ドルの同じ金額が出てくる
のです。ですから、自分達がグローバル補助金を
10,000ドル使えばそれと同じ金額がＷＦから出てく
るということで、グローバル補助金は半分以上使っ
て良い訳ですから、皆さんどこのクラブもグローバ
ル補助金を使ってくれれば、ロータリーから戻って
きたＤＤＦは全額我々のクラブで使えることになり
ます。
それで、ロータリー財団グローバル補助金奨学生と
いうものが下に記載してあります。この川端雪乃さ
んという方が、我々が選考したこの女性が、早稲田
大学の卒業生でアメリカのワシントン大学の大学院
に2年間行くということで、この方は我々の間で第二
の緒方貞子になるのではないかと言っているのですが、
そのぐらい優秀な女の子で、この子にいくら出した
かというと、小計の所に書いてありますが、5万
5,000ドルでした。その下にＷＦから5万5,000ドル、
合計11万ドルをこの方のために出しました。80円で
換算しても11万ドルというのは880万円ぐらいで、今
アメリカの大学は大変授業料が高くて、このぐらい
のお金がないと何もできないらしく、全額まではい
かないにしても、我々が一人の女の子に1千万円近い
お金を奨学金として出しています。皆様方の大事な
お金は、基本的には奨学生にほとんどが使われてい
るのだということを頭の中に入れて頂ければ、ロー
タリーがどんなことをしているのか分かると思います。
その様なことがありまして、ロータリー財団への寄
付が、税制上の優遇措置が一時なかった時代があっ
たのですが、今年の4月から全て優遇措置の対象とな
りました。要するに、ベネファクターもポール・ハ
リスも全ての寄付が税制上の優遇措置ということは、
自分の確定申告で落とせるということになりました。
その優遇措置を認めるにあたっては、あくまでも奨
学生を中心ということで言われているとの事でして、
基本的にはロータリーの我々のお金は、グローバル
補助金・新地区補助金とありますが、いずれにせよ
その半分以上のほとんどの金額が奨学生のために使
われています。これからも日本を担う、世界を担う



東京東村山ロータリークラブ

■点鐘：小町会長

■第5回(11月度)理事・役員会

2011年11月2日(水)　　於  たきび

■10月の収支明細報告について
　金子会計より報告があり、報告の通り承認された。

■産業祭について
・11/12、13日の産業祭の参加は出席扱いとはしない。
・消防・交通少年団に案内状を至急事務局より郵送する。
・消防・交通少年団の参加については、1団体1日でお
　願いする。例えば土曜日は交通少年団で、日曜日は
　消防少年団。その際の募金の謳い文句は、ポリオ撲
　滅としガバナー事務所へ届ける。両団体への報奨金
　の額は5万円ずつ後日贈呈。
・例年通り玉葱と牛蒡の販売。販売価格は玉葱(北海道
　産)4個200円。牛蒡は2本200円とし、商品仕入れ・搬
　入・プライスカード・包丁・ビニール袋等は戸澤会
　員の担当。当日会場に9時集合。ロータリージャンパ
　ーを着用　

■ＦＲＣについて
　雨天の際の行動計画は、ロータリアンだけで、親睦
　会場にて合同例会をする。(12時半集合)
　晴天時は幟端を立てたり準備が必要なので、8時集合。
　会員は帽子・ロータリージャンパー・長靴・軍手姿
　とする。子供達には当日水筒持参をお願いする。また、
　事前調査で野村幹事が北多摩北部建設事務所の了解
　を得てから戸澤会員のガイガーカウンターを借用し、
　清掃範囲内の数か所を計測する。当会員の当日の役
　割分担を野村幹事と田中社会奉仕委員長とで事前に
　決めて、11月10日の例会で発表する。
　参加人数は11月11日頃に把握できる。各クラブより
　何点かの質問があり回答しています

■第5回中学生クイズ大会協賛について
　村田新世代奉仕委員長より提出された11月26日(土)
　開催予定の中学生クイズ大会の優勝、2位、3位チー
　ムに図書券を｢ロータリー賞｣として贈呈したい旨の
　要請書提出あり。野村幹事より説明があり、当日配
　布されるパンフレット等に東京東村山ロータリーク
　ラブの文字を刷り込んでもらうように市の担当者に
　お願いする。また、当日会長と委員長が会場に出席
　し贈呈する事として認可。

■クリスマス家族親睦クリスマス例会について
　今年は、自粛ムードで実施したいという赤木クラブ
　管理委員長の方針により、12月17日(土)に久米川ボ
　ウルにて、家族親睦Christmasパーティーを予定。2
　ゲームプレー後にパーティールームにて親睦。会費
　は6,000円～8,000円位を予定。事業計画書は次回提
　出します。

子供達のために我々のお金が使われているのだとい
う風に理解して頂ければと思います。
では、どんな資金が今あるのかというのを、皆さん
の頭の中に入れて頂きたいのですが、まず我々がパ
イロット地区ということで、東日本に新地区補助金
とグローバル補助金を全部持って行ったのですが、
その2つの資金がございます。それと、東日本震災復
興基金日本委員会というので世界中から集まった金
額があります。今、我々が財団で関与しているお金
はこの3つの資金です。ガバナー会に集めた11億です
が、あのお金はガバナー会で運用して財団とは全く
関係ございません。ですから、財団が関与している
お金は新地区補助金とグローバル補助金と東日本震
災復興基金です。この東日本震災復興基金に世界中
からどのくらいのお金が集まったかというと、408万
ドル、1ドル80円で換算すると3億3,000万円くらいで
す。世界のあらゆる国から集まっており、その内訳
もあります。そのお金を財団の方でどういう風に使
うのかということで検討して、すでに動き出してい
るところです。それがもう1枚の片面だけの資料をみ
て下さい。世界中から集まった3億3,000万円程のお
金、今年に限っては東日本に全部持って行くのです
から、｢地区推薦の東日本震災復興基金補助金プロジ
ェクト｣として、この様な東京麹町・東京四谷という
ところで、今出しておりまして、プロジェクトの総
費用4,300万円のお金が使われております。その下は、
｢2011-12年度ロータリー財団新地区補助金プロジェ
クト｣の方から出ているお金は418万円、自分達のク
ラブからも59万円出しているというような形で、こ
んなものが現在動いております。今年に限っては、
皆さんのところでも何回かアンケートを取って出し
て頂いた中で、このプロジェクトが現在動いている
ということでございます。
ここまでお話したことで少し分かって頂ければあり
がたいです。12月5日には沖縄地区の財団セミナーに
我々が行くのですが、ロータリー財団というのはさ
すがだなと思うのが、全て自腹でございます。皆さ
んのお金には、1円も手を付けてないと、飲み食いも
しなければ何でも全て自腹でやるというのは、気持
ち良いですね。少しくらいのお金が我々に補助され
るのでしたら、何もない方が良いですね。本当に1円
も皆さんから集めたお金を我々が何かに使うという
ことはなくて、事務所の運営費から全てのものが、
皆さんからのお金は全部その奨学生なり補助金に使
われているのだということを、やはりロータリーと
いうのは崇高なクラブなのだなと私自身が感じてお
ります。そんな所で、30分の中で説明するのは大変
難しいところではありましたが、どうもありがとう
ございました。


